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研究成果の概要（和文）：頭蓋形態小変異の出現要因を特定するためには、様々な時代や地域、年齢層の集団を
対象とした調査が必要である。しかし、従来の頭蓋形態小変異の研究資料は成人骨に偏っており、発育変化とい
う視点からの研究があまり行われてこなかった。そこで、本研究では日本列島各地の縄文時代から現代までの
314例の未成人骨を調査し、23の頭蓋形態小変異について観察が可能になる年齢や系統差の有無を検討した。異
なる年齢層や時代のグループを比較した結果、未成熟個体の頭蓋形態小変異には成長による変化が大きくかかわ
っているものの、縄文系、弥生系といった系統間の違いも含まれている可能性が示唆された。今後もさらなる調
査が必要である。

研究成果の概要（英文）：To identify the factors influencing the nonmetric cranial traits, it is 
necessary to conduct a survey on the populations of various periods, regions, and age groups. 
However, almost previous studies according to nonmetric cranial traits are based on adult samples, 
few researches have been conducted from the viewpoint of developmental changes. Therefore, in this 
study, we investigated the 314 crania dated from the Jomon to modern periods in various regions of 
the Japanese archipelago and examined the presence or absence of the developmental change and the 
lineage difference in the 23 nonmetric cranial traits. The results of comparisons among different 
ages from the Jomon to modern periods in immature individuals suggest not only great influence by 
growth, but also some differences between the native Jomon and the immigrant Yayoi lineages. These 
would need to be investigated further.
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１．研究開始当初の背景 
頭蓋形態小変異とは前頭縫合や頬骨横縫
合残存、眼窩上孔の有無、舌下神経管二分、
顎舌骨筋神経溝骨橋形成といった、一般的に
骨計測法では表現しにくい変異を、その有無
によって分類できる（3 段階以上にクラス分
けできる場合もある）局所の形態変異の総称
である。人類集団間でこれらの出現率に地域
差があることや、純系マウスを用いた研究な
どから、頭蓋形態小変異の出現には遺伝的な
要因が強く関わっている可能性が示唆され
ている（Grűneberg, 1952; Berry & Berry, 
1967）。これらの頭蓋形態小変異を応用して、
北海道のアイヌを含む日本列島住民の起源
に関する研究にも広く応用されてきた
（Dodo ,1974, 1975, 1980, 1986; Kozintsev, 
1990, 1992; Dodo and Ishida, 1990, 1992; 
Ishida, 1996; Ishida and Kondo, 1999; 
Dodo and Kawakubo, 2002; Shigematsu et 
al., 2004; Ossenberg et al., 2006; Komesu 
et al., 2008; 川久保他, 2009; 百々他, 2012a, 
b）。「埴原の二重構造モデル」（Hanihara, 
1991）によれば，日本人の基層集団と考えら
れる縄文人と中国や朝鮮半島から弥生時代
以降に日本列島へ流入してきた渡来系集団
が混血することによって今日の日本人が形
成されたとされ、今日、この説が広く受け入
れられている。Dodo & Sawada（2010）に
よると縄文系集団には眼窩上孔の出現率が
低く、舌下神経管二分の出現率が高いという
特徴があるという。形態小変異の中には舌下
神経管二分や頸静脈孔の骨橋のように、すで
に胎生期に出現しているものがあり、強い遺
伝的要因が働いている可能性が示唆されて
いるが（Dodo, 1980, 1986）、一方で、外耳道
骨腫や下顎隆起のように、遺伝的な要因の他、
生育環境などの環境的要因が大きく関わっ
ている可能性が指摘されているものもある
（百々, 1972; 大関・五十嵐, 2007）。このよ
うに、頭蓋形態小変異と言っても遺伝的要因
を強く反映している可能性が高いものがあ
る一方、環境要因が示唆されているものもあ
る。しかし、人類の集団間の系統関係につい
ての従来の頭蓋形態小変異を応用した研究
では成人骨の資料を用いる場合がほとんど
であり、頭蓋形態小変異の成長という視点か
らの研究は、上述のものを除くとほとんど行
われてこなかった。 
２．研究の目的 
頭蓋形態小変異における集団差が遺伝的
なものなのか、それとも環境の影響を受けや
すいものなのかを明らかにするためには、成
人骨資料だけでなく、成長段階にある未成人
骨資料を対象とした調査が必要である。そこ
で、本研究では日本列島各地の縄文時代と弥
生時代の未成人骨を中心にデータを収集し、
それぞれの形質が何歳ごろに出現し、時代に
よってどの程度違いがあるのか検証するこ
とにした。全国各地に収蔵されている未成人
骨資料を可能な限り調査し、これまでの日本

列島古人骨における頭蓋形態小変異研究で
曖昧なまま残されてきた成長に伴う変化を
明らかにし、系統研究に応用可能な項目を見
出すのが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
日本列島の古人骨を対象とした未成人の
形態小変異の研究はほとんど行われてこな
かったが、形態計測学的な研究については分
部（1990）や Okazaki（2004, 2008）、岡崎
（2009）等によっていくつか行われている。
特に岡崎（2009）は日本全国の研究機関に収
蔵されている古人骨資料を調査し、計測デー
タを公表している。本研究では、これを参考
に古人骨資料の遺存状態を大よそ把握した
上で調査を行った。頭蓋形態小変異は形態計
測に適さない残りの悪い資料についても調
査できる場合があるので、リストに載ってい
ない資料についても可能な限り調査を行っ
た。調査対象は縄文時代、弥生時代、古墳時
代、近現代の日本列島各地（北海道、関東、
近畿、中国、北部九州）に由来する周産期か
ら 19 歳の人骨である。様々な形態小変異で
年齢群や縄文系、渡来系集団といった系統間
における出現頻度の比較を行った。有意差検
定には Fisher’s exact test を使用した。 
 
４．研究成果 
本研究では日本列島各地の研究機関に収
蔵されている古人骨資料を対象に調査を行
ったが、考古学的な遺跡から出土する未成人
骨は当初予想していたほど残りが良い資料
は少なく、観察可能な個体数には限りがあっ
た。そこで、縄文時代人と続縄文時代人を縄
文系集団（Jomon/Epi-Jomon）、西日本の弥生
時 代 人 と 古 墳 時 代 人 を 渡 来 系 集 団
（Yayoi/Kofun）としてまとめて分析を行う
ことにした。さらに九州大学、京都大学、東
京大学、東北大学の解剖学教室に収蔵されて
いる保存状態が良好な近現代人（Modern JPN）
のデータも比較資料に加えることにした（表
1） 。今回使用した頭蓋形態小変異の観察項
目は 23 項目である（表 2, 3）。 
(1) 年齢群間の比較 
頭蓋形態小変異の研究はこれまで成人を
対象としたものが主だったため、それらを未
成人に応用した場合、年齢ごとにどのような
傾向を示すのか不明な点が多く残されてい
る。そこで本研究ではまず、Akabori (1933)
や Ossenberg (1969)の年齢分類を参考に、最
もデータが充実している現代日本人資料を
0-11 歳と 12-19 歳に分け、項目ごとに年齢群



間で出現率にどのような違いがあるのかを
調べた。その結果、Metopism や Biasterionic 
suture vestigeといった頭蓋冠の縫合に関す
る 項 目 や Tympanic dehiscence 、
Ovale-spinosum open で年齢群間に有意差が
認められた。次に、0-11 歳をさらに 0-5 歳と
6-11 歳の 2つの年齢群に細分化し、それぞれ
を 12-19 歳と比較した。その結果、0-5 歳と
12-19 歳との間には有意差が認められたが、
6-11歳と12-19歳との間には有意差がみられ
なかった（表 2）。そこで、資料数をできるだ
け多く確保するため、Jomon/Epi-Jomon、 
Yayoi/Kofun、Modern JPN.の 3 集団の比較で
は 6-19 歳のデータをプールしたものを使用
することにした。 
(2) 時代差/系統差 
Jomon/Epi-Jomon に対する Yayoi/Kofun、
Modern JPN.の比較結果を表 3 に示す。 
Jomon/Epi-Jomon に対しては特に Modern JPN.
が多くの項目で有意差を示した。一方、
Yayoi/Kofun と Modern JPN.の有意差検定で
は、いずれの項目においても 2集団間に有意
差はみられなかった。 
 Dodo & Ishida (1990)によって東アジア集
団を分類する際に効果的とされた5項目の出
現頻度の折れ線グラフを図 1に示す。比較の
ため、Dodo & Kawakubo (2002)のデータをも
とに成人についても同様のグラフを作成し
た（図 2）。成人ではいずれの項目においても
Yayoi/Kofun と Modern JPN.が同じような傾
向を示している（図 2）が、今回の未成人資

料ではYayoi/Kofunの傾向がやや成人とは異
な っ て い た （ 図 1 ）。 未 成 人 で は
Jomon/Epi-Jomon と Yayoi/Kofun の間には
Jomon/Epi-Jomon と Modern JPN.の間ほど有
意 差 が み ら れ な か っ た 。 未 成 人 の
Supraorbital foramenの出現頻度は成人と同
様 、  Yayoi/Kofun や Modern JPN. が
Jomon/Epi-Jomon に対して高い傾向を示して

いるが、いずれの集団においても成人に比べ
て低い傾向がみられた。 先行研究では
Supraorbital foramenの出現頻度には系統差
が大きく反映されている可能性が指摘され
ているが、今回の結果には系統差だけでなく
成長に伴う変化の影響もいくらか含まれて
いる可能性がある。一方、 Transvers 
Zygomatic suture に お い て は
Jomon/Epi-Jomon や Modern JPN.において成
人と同様の出現頻度がみられた。 
(3) まとめ 
本研究では未成人の頭蓋形態小変異には成

長に伴う変化が大きく影響している可能性
が示されたが、各項目を個別にみていくと系
統差の指標として応用できる可能性も示唆
された。Yayoi/Kofun については資料数がま
だ少ないので今後も調査を進め、データを補
強する必要がある。 
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